
倉敷市埋蔵文化財発掘調‐査報告 第 5集

茂 浦 古 墳 群

1996年 3月

倉敷埋蔵文化財センター

Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ



倉敷市埋蔵文化財発掘調査報告 第 5集

茂 浦 古 墳 群

1996年 3月

倉敷埋蔵文化財 セ ンター



倉敷市埋蔵文化財発掘調査報告 第 5集

茂浦古墳群 正誤表

頁 行 誤 正

36 20 規貝姉J 規則性

39 16 厚さ0。7cm、 幅0.2cm 幅 0。7cm、厚さ0.2cm

45 註 (13) 総社市教育委会 総社市教育委員会



現在市内に広がうている肥沃な水田地帯は、近年急速な勢いで住宅地あるいは商工業

用地にと変貌してきつつありますが、さかのぼれば中近世以前はt現在の平野部のほと

んどは遠浅の海であつたことはよく知られているところです。今回調査された茂浦古墳

群のある連島の地も、かつてはその名が示すように高梁川河口に位置する島のひとつで

あり、周辺には旧石器時代から中近世にいたるまで人々が生活していたことを示す数多

くの遺跡が残されています。                       ‐

今回の茂浦古墳群の調査は、民間企業による宅地造成工事に伴い実施されたもので、

3基の古墳が調査の対象となりました。調査の結果、いずれも盗掘を受けていたものの、

まだまだ不明な点の多い連島の古代を研究する上で貴重な資料を得ることができました。

また、幸いにも関係各位のご指導ご協力のもとに、最高所に位置する 1号墳を調査後整

備し、現地保存することができましたことは、遺跡の保護活用の面におきましても、誠

に有意義なことであると存じます。

この報告書は、こうした古墳の発掘調査の成果をまとめたものです。本書が今後の文

化財保護,保存に活用されますとともに、学術研究のための資料として、また郷上の歴

史の研究の資料として、いささかなりとも役立てば幸いに存じます。

最後になりましたが、発掘調査をはじめ、古墳の保存整備、資料の整理にいたります

まで、ご指導ご協力を賜りました関係各位に対しまして衷心より厚くお礼申し上げます。

平成 8年 3月 31日
倉 敷 市 教 育 委

教 育 長  山  田
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例 1言

1.本書は、住宅団地造成工事に伴い発掘調査を実施した、倉敷市連島町連島字小迫外に所在する

茂浦 1。 2・ 3号墳の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は1倉敷市教育委員会文化課学芸員 福本明・鍵谷守秀・小野雅明 。藤原好二が担当

し、1991年 12月 2日 から1992年 4月 7日 にかけて実施した。

3。 出土遺物の整理は倉敷埋蔵文化財センターで行い、整理にあたうては、内田智美 。本曽敏江・

藤田朱美 ・宮地かをりの協力を得た。

4.本書の執筆は、第 1章 中野倫太郎、第4章 藤原、第 5章 片岡弘至、その他を鍵谷が担当

し、編集は鍵谷が行つた。

5。 発掘調査における遺構写真及び遺物の写真撮影は鍵谷が行つた。

6.挿図中に使用した高度値は海抜高であり、方位はすべて磁北である。

7。 本遺跡は、すでに「倉敷市埋蔵文化財調査年報 2-1992年度―』において概要が公表されてい

るが、本報告書をもつて正報告とする。

8。 発掘調査で出土した遺物および実測図 。写真等は、すべて倉敷埋蔵文化財センターに保管して

いる。
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第 1章 遺跡の位置と環境

第 立早 遺跡の位置と環境

茂浦古墳群は倉敷市連島町に存在する。連島町は高梁川現河口近 くの東岸に位置する丘陵を中

心 とする地区である。この丘陵とそれをとりまく微高地は、縄文海進以降、近世の新田開発によ

る干拓がおよぶ までの間、その名のとお り瀬戸内の二孤島であつた。

連島の丘陵に属する山はどれも低 く、頂部の標高は高いところで も150m前後である。畑作にと

もなう開墾は高所におよんでお り、頂の多 くは台地状の平坦地 となつている。古 くに記録 も留め

ず失われた遺跡のあつたことが推察される。また、山裾の緩傾斜地、平野等の居住適地は、張 り

出した尾根に区切 られて幾つかの小地区に分かれる。これらは現村落 とほぼ対応 し、自然の規制

により形成された地区を単位 として村落が発達 してきた様子が見てとれる。

この丘陵における最 も古い人間の活動痕跡は、旧石器時代にまでさかのぼる。丘陵東端部に近

い尾根上にひろがる辻堂遺跡には、サヌカイ トの最J片が広範囲に散布 し、ナイフ形石器 も数点表

採されている (1)。 この時代には、瀬戸内は広い平野をなしていたという。瀬戸内の当時の遺跡の

多 くは、この平野を望む高台に位置 している。日々の糧を得る狩猟 ・採集の場を望む生活の適地

を選んだものと考えられる。標高100m前後の高所にあり、開けた眺望を持つ辻堂遺跡の立地 もま

たこの例にもれない。

縄文海進の後、この地区は島としての歴史を歩むことになる。狩猟 ・採集に依存する縄文時代

の人々は、眼前に広がる海から糧を得ていただろう。その痕跡は、西之浦地区の西之浦貝塚に認

めることがで きる。この遺跡は戦後間もなく小学校建築によつて破壊され、その痕跡 も確認で き

ない。当時の記録は、出土品として土器 と石鏃をあげてお り、土器は中期の船元式に属するもの

と伝えている (2)。 縄文時代の石鏃は辻堂遺跡で も表採されてお り、今回の茂浦古墳群調査で もま

た数点が採取されている。

弥生時代にも人々の居住は続いただろうが、遺跡が現集落 と重なつている等の理由によるのだ

ろう、島内では弥生時代の遺跡は現在までのところ確認 されていない (3)。 水稲耕作が伝わつた後

のこの時期 も、島の狭小な可耕地では、稲作の支えうる人口には限度があ り、漁労、製塩等がそ

の生活基盤の多 くの割合を占めていただろう。近接する児島では、種松山真弓池遺跡、種松山山

頂遺跡等が知 られ、後者からは銅鐸が出土 している。こめあた りは瀬戸内の海上交通ルー トの要

衝である。海上交通権の掌握が、銅鐸を埋納 した集団にその保有を可能 としたものと思われる。

児島に近接する連島の住人達 も、こうした地理的条件を生かして生活 していただろう。

弥生時代の遺跡が確認されないのと同様の理由によるのだろう、古墳時代の集落遺跡 もまた全

く知られていない。若干数の後期古墳が知 られているが、破壊され、記録 しか残つていないもの

が多い (4)。 これらの古墳は前述の小地区の縁辺に設けられてお り、造営にあたつた地区との対応

関係を推測することがで きる。

大江地区は現在の大江から江長にかけて、児島との間の海峡に面する地域である。背後の尾根
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第 1章 遺跡の位置と環境

ど(/1

鶴 喜

象_の 1‐ 1

ど菫
lh鍮

番号 遺 跡 名     時 代    備  考 番号 遺 跡 名     時 代    備  考

1 辻堂遺跡

2 大空古墳

3 辻堂古墳

4 狸塚古墳

5 狐塚古墳

6 平辻古墳

7 大江古墳

8 旭ヶ丘貝塚群

9 江長貝塚群

10 平辻貝塚

11 大江貝塚群

12 茂浦 1号墳

13 茂浦 2号墳

14 茂浦 3号墳

15 茂浦 5号墳

16 茂浦 6号墳

17 梅雲寺古墳

旧石器～中世

古墳

〃

〃

″

〃

〃

中世

″

〃

〃

古墳

〃

〃

〃

〃

〃

破壊消滅

破壊消滅

破壊消滅

今回調査

〃

〃

市指定史跡

18 才の上古墳

19 茂浦貝塚群

20 宝島寺古墳

21 宝島寺東古墳

22 宝島寺西古墳

23 首塚古墳

24 宝島寺南貝塚

25 西之浦貝塚

26 箆取神社裏山散布地

27 箆取貝塚群

28 弁財天古墳

29 五郎兵衛塚 1号墳

30 五郎兵衛塚 2号墳

31 五郎兵衛塚 3号墳

32 丸山古墳

33 北面丸山貝塚群

34 大平山城跡

〃

中世

古墳

〃

〃

〃

中世

縄文

中世

〃

古墳

〃

〃

″

〃

中 世

〃

94年度調査

破壊消滅

破壊消滅

破壊消滅

破壊消滅

破壊消滅

破壊消滅

※茂浦 4号墳は確認調査で露岩 と判明

第 1図 周辺の遺跡 (S=1/25,oOo)
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第 1章 遺跡の位置と環境

には、辻堂古墳が破壊 を受 けなが らもその痕跡 を残 している。 また、かつてい くつかの古墳が存

在 した とい う記録 も残つている。海峡を望む立地が古墳 を築いた人 々の居住 を促 した要因で あろ

う。茂浦地区は茂浦川沿いの緩傾斜地をその基盤 とする。東側の三つの尾根には、尾根ごとに今

回調査を行つた茂浦古墳群をはじめ、才の上古墳、梅雲寺古墳が残 されてお り、かつては尾根ご

とに支群を構成 していた可能性が指摘で きる。矢柄地区は現在の宝島寺周辺、島で最 も広い面積

を有する緩傾斜地をその基盤 としている。現在 も沢沿いにふたつの溜池が見られ、過去にも水利

的に恵まれていただろうことが推測される。この地域には破壊された古墳が 2基その痕跡をとど

めている。また、近世に宝島寺の寺域整理にあた りいくつかの古墳が破壊 され、その石材が石垣

などに転用されたとの言い伝えが残つている (5)。 弁財天地区は玉島の島々との間の海峡に面 して

いる。現集落の背後には五郎兵衛谷古墳群がその痕跡をとどめ、山塊の北西端斜面にも弁財天古

墳があつたという記録が残されている。

以上から、古墳時代の人々が、水の便のよい南向き斜面、海峡に面 した平地等を選び居住 して

いたことが理解される。また、今回の調査で採集された製塩土器は当時の生業の一端を伝えるも

のである。

さて今回は、茂浦の尾根上にある中世貝塚について も確認調査を行つている。残念ながら遺跡

は既に失われていたが、参考 までに他の中世貝塚の分布をみておこう。後期古墳 とよく似た分布

状況を示 してお り、大江、茂浦、矢柄、西之浦等の集落縁辺の尾根上に存在 している。ただ、古

墳の分布 と大 きく異なるのは、北面 。丸山の集落の背後、北向きの斜面にも多数が残されている

点である (6)。 この貝塚群のすぐ南の大平山山頂には大平山城跡 と呼ばれる中世城郭遺跡が残され

ている。島の北側の航路を意識 した城だと思われる。現状では、城の実態そのものが不明ではあ

るが、北面 ・丸山貝塚群 と城 との間にはなんらかの関係があつたであろうことが推測 される。

資料 も少なく不十分な素描 となつたが、考古資料をもとに見た茂浦古墳群周辺の歴史的環境の

変遷の概略は以上のとお りである。

註 (1) 間壁蔑子  「高梁川下流域の無土器時代遺跡」『倉敷考古館研究集報 第2号』1966年

(2) 平田英文  「三備地方貝塚集成概説 其四」『吉備考古 第八十七号』1953年

(3) 誰 (2)文献には「猶西の浦よりは銅鐸 も出土 している。」 とあるが、これは同集落の某家が

購入 。所蔵 していた出土地不明の銅鐸の誤認である。

(4) 『連島町史』連島町史編纂会 1956年

(5) 同上

(6) 小野一臣  「備中連島北面貝塚群調査報告 (予 報)」 『古代吉備 第 1集』1958年
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第 2章 調査の経緯

第 2章 調査の経緯

1日 確認調査 に至 る経緯

倉敷市では、開発面積が1,000ビを越える場合、開発者側は開発行為事前協議申請書を提出し、

関連事項について関係各課 と協議を行 うことになつている。ただし、開発の面積が極端に大 きい

など特別な場合には、事前協議の前段階として関係各課が集 まり意見の交換及び調整を行つてい

るも

平成2年 6月 15日 、この意見調整会議において、倉敷市連島町に建設予定の大規模住宅団地 (以

下、 (仮称)連 島台団地)の全容が明らかになつた。それは、総開発面積198,996ビ 、予定分譲住

宅地469区 画、造成予定期間約 2年半 という、倉敷市で も近年まれにみる大規模なものであつた。

会議には、開発者側からは施主である小松建設工業株式会社大阪支店 (以下 t月 松ヽ建設)、 その

現地での窓口である三和住宅株式会社 (以下、三和住宅)、 許可申請に係る業務を代行する株式

会社開発技研コンサルタン ト (以下、開発技研)の三者が出席 し、市側からは教育委員会文化課

を含め、関係する18課が集 まり意見の交換を行つた。その結果、水島コンビナ‐ 卜の近 くに多 く

の住宅地が確保で きること、また、地域の住民 も開発を望んでいることなどから市側 としても大

筋でこの開発を了承 し、今回の会議で明らかとなつた様々な問題点については、今後開発側が関

係各課 と協議を重ねながらク リアしていくこととなつた。

これを受けて、6月 28日 、開発に係る埋蔵文化財の取扱いについての最初の協議が行われ、以下

の点について了承を得た。

1。 当該地に係る遺跡については事前に確認調査を行い、その有無、規模等について把握す

る。なお、この費用については市側の負担 とする。

2.確認調査の結果を受けて、改めて遺跡の保存についての協議を行 うこととする。

3.工事中新たに遺跡が発見された場合には、別途保存についての協議を行 う。

4.設計変更等がで きず遺跡の現状保存が不可能な場合は、教育委員会による全面発掘調を行

う。なお、この費用については開発側の負担 とする。

また、調査時期については、工事着工予定が平成 4年 2月 頃とまだ少 し余裕があるため、確認

調査を平成 2年 の秋頃、全面発掘調査を平成 3年 の秋から冬にかけてに行 うことで双方の合意が

得 られた。

2.確 認調査の方法 と経過

「倉敷市文化財分布図」によれば、 (仮称)連 島台団地の範囲内には古墳 4基 (茂浦 1～ 4号

墳)と 中世員塚 7基 (大江貝塚群 BoC、 茂浦貝塚群 A～ E)力 S存 在 していたが、該当する丘陵

地は一部が畑 として今 も使われているものの、分布図上遺跡が存在 しているところの多 くが荒地

とな り、雑草 ・雑本が繁茂 している状況であつた。そのため確認調査は、中世貝塚については伐
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採後 トレンチ による調査

を行い、 4基 の古墳 につ

いては伐採後 その存在が

確 認 で きた段 階 で 終 了

し、小松建設 と保存 につ

いての協議 を行 うことと

した。

確認調査 は、当初の予

定 よ り3か 月 ほどずれ込

んだ ものの、平成3年 2月

13日 から3月 15日 にかけて

行 つた。調査の手順 とし

ては、開発 に伴 う地形測

量 の た め の 杭 が す で に

打 つていたため、 これを

基準 に杭 を延 ば しなが ら

遺跡の位置 を確定 し、推

定部分 に トレンチを設定

す る方法 を採つた。調査

は全 て 人 力 に よ り行 つ

1.茂浦 1号墳

5。 大江貝塚群 B

9.茂浦貝塚群 C

2.確認調査の方法と経過

2.茂浦 2号墳   3.茂 浦 3号墳   4.茂 浦 4号墳

6.大江貝塚群 C  7.茂 浦貝塚群A  8.茂 浦貝塚群 B

10.茂 浦貝塚群 D  H.茂 浦貝塚群 E

第 2図  工事区域 内の遺跡

た。確認調査の結果、大江貝塚群 C・ 茂浦貝塚群 Aで は純貝層及び中世の遺物包含層が検出さ

れ、茂浦貝塚群 Cで は中世の遺物包含層及びピツトを確認 した。しかしながら、大江貝塚群 Cを

除いては、貝層や包含層が確認された トレンチで もす ぐとな りの トレンチでは確認で きないこと

から、遺跡の残存する範囲は比較的狭いと推定された。また、茂浦貝塚群 A・ Cで は、造成土中

にも比較的多 くの中世遺物が含 まれてお り、東側の尾根筋に新たな中世の遺跡が存在する可能性

がでてきた。これ以外の貝塚では造成土中に中世の遺物を若干含むものの、貝層や遺物包含層は

検出されなかつた。これ ら貝塚群の調査に続 き、伐採による古墳の確認作業を行つた。その結

果、茂浦 1～ 3号墳については確認で きたが、 4号墳については、自然の露岩は存在するものの

その存在を確認することはで きなかつた。茂浦 4号墳については、遺跡台帳において も「封土皆

無、石室崩壊」との記載 ぐらいしかなく詳 しい記述がないことから、こうした露岩を見誤つたも

のと思われる。

発掘調査に至る経緯 と経過

こうした確認調査の結果を受け、4月 19日 、遺跡の取扱いについて再度小松建設 。三和住宅と

協議を行つたもまず、中世貝塚のうち純貝層を含め残存状況が良好であつた大江貝塚群 Cについ

-5-



第 2章 調査の経緯

ては、開発区域ぎりぎりであつたため小松建設が設計変更をすることで現状保存が図られること

となつた。また、中世の遺物包含層及び遺構が検出された茂浦貝塚群 AICに ついては、調査可

能な平坦部分の発掘調査を行い、新たな遺跡の存在が想定された東側丘陵上には、調査 と平行 し

て トレンチによる確認を行 うこととした。古墳群については、いずれ も比較的高所に立地 してお

り、現状保存を行えば開発自体が成 り立たなくなることから現段階での設計変更は困難 と判断さ

れ、やむ終えず発掘調査を行 うこととなつた。ただ し、地元にも古墳の保存を望む声 もあること

から、住宅団地内の公園等に古墳を移築 して も良いとの提案が小松建設から出され、その具体的

な方法や時期については今後 も適宜協議を行つてい くことで双方の合意が得 られた。こうして、

(仮称)連 島台団地造成に係る発掘調査は、古墳 3基 、茂浦貝塚群 A・ C及び中世の遺跡が想定

される地点 1カ所を対象 とすることが決定 した。この決定を受けて、倉敷市教育委員会文化課内

に「連島台団地文化財調査委員会」が組織され、平成3年 10月 7日 、小松建設 との間に発掘調査に

ついての委託契約が締結された。

現地での発掘調査は、平成3年 11月 1日 から実施 した。まず、中世の遺跡が想定された東側尾根

筋の トレンチ調査から行い、弓|き 続 き茂浦貝塚群 A・ Cの調査を実施 した (1)。 トレンチ調査では

造成上中以外からは中世の遺物は出土 しておらず、この尾根筋は既に段々畑により削平を受けて

いることが明らか となつた。また、茂浦貝塚群 A・ Cに おいて も、中世 と思われるピット群が検

出されたものの、後世の削平あるいは撹乱により残存状況は非常に悪かつた。これら中世貝塚の

調査を11月 29日 に終え、12月 からは古墳群の調査に取 りかかつた。伐採の都合上 2号墳→ 3号墳

→ 1号墳の順で調査を行つた。

2号墳の発掘調査は、12月 2日 から翌年の2月 11日 にかけて行つた。石室はその前端部が崩壊 し

ているものの、他の部分の残存状況は良好で、規模 として も市内で最大級であることが確認され

た。石室内か らは、耳環をはじめ滑石製臼玉 ・土製練玉などの装身具類、鉄鏃 。鉄釘等がある

が、既に盗掘を受けてお りその量は概 して少なかつた。続いて 3号墳の調査を、平成4年 1月 27日

から3月 31日 にかけて実施した。石室の残存状況は悪かったが、その規模は 2号墳のそれとほぼ同

程度の大型のものであつた。石室内には盗掘の跡がいくつか見 られ、遺物 としては耳環 ・ガラス

小玉のほか須恵器杯蓋 ・鉄釘等があるが、その量は少な く全体 としては点在 という状況であつ

た。最後に 1号墳の調査を、2月 13日 から4月 7日 にかけて行つた。 3基 の古墳の中では最 も小 さ

く、石室の規模 も現存長4.7m・ 幅0.9m・ 高さ1.4mと 、他の 2基 に比べて半分程度の大 きさであつ

た。石室奥壁寄 りに棺台石が 4個置かれてお り、石室床面からの遺物は全てこの周辺 より出土 し

た。なお、この 1号墳については、付章に記 した とお り発掘調査後古墳公園として復元整備を

行つた。

1号墳の調査がほぼ終わ りに近づいた3月 28日 、茂浦古墳群の現地説明会を実施 した。あいにく

当日は朝から雨が降 り続いていたが、開始時刻には約80人 の市民の方が現地に集 まつた。周辺に

駐車場はなく、現場 までの山道を歩けば普通の大人で も15分程かかるという位置的悪条件、加え

て朝からの雨である。にもかかわらず地元の人であろうか、お年寄 りの姿が目立ったのは印象的
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3.発掘調査に至る経緯と経過

であつた。遺跡に対する市民の関心の高さを改めて認識するとともに、発掘調査における現地説

明会の重要性を痛感した一日であつた。

註 (1) 『倉敷市埋蔵文化財調査年報 2 -1992年 度 ―』倉敷市教育委員会  1993年

〔調査体制〕

連 島台 団地 文化 財 調査 委 員会

委員長   今田昌男  倉敷市教育委員会 教育長

副委員長  杉本保男     ″     教育次長

委 員   三好繁光     ″     社会教育部長

″    間壁忠彦  倉敷市文化財保護審議会 会 長

〃    山本慶一     〃        副会長

〃    小野一臣     〃        委 員

監 事   三宅正廣  倉敷市教育委員会 社会教育部次長

事務局長  香西文雄     〃     文化課長補佐

書 記   橋本篤男     ″     文化課係長

調査員   福本 明     〃     文化課学芸員

″    鍵谷守秀     〃        〃

〃    小野雅明     〃        〃

〃    藤原好二     〃        〃

調査補助員 片岡弘至
(肩書き及び役職名は、いずれも調査当時)

作 業 員

岩田俊明・犬飼睦夫 ・練尾雅子 。内田斐雄 。太田信子 ・坪井昭平

矢吹鈴子 。多田 静
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第 3章  茂浦 1号墳

第 3 茂浦 1号墳

1日 墳丘 と周溝

古墳は、標高約76.5mの 小 さな谷の付け根部分に位置 しているが、周辺にはかつての段々畑の

跡 と思われる大 きな段がいくつ も認められるなど、地形はかな り改変された状況を示 していた。

古墳 もこの段々畑の造成により大きく破壊を受けてお り、調査に入る時点で既に天丼石は全て露

出し、大 きな段の断面に石室の入 り口が開口しているという状態であつた。墳丘についても、そ

の上半部分 と南西部及び石室の前端部分は、削平等により消失 していた。したがって、墳丘の調

査は石室掘 り方内の土層を中心 とした墳丘下半部に限られた。

土層の観察は、石室主軸方向及びそれと直交するラインで行つた。石室の東側 と後ろ側である

北側の土層によれば、墳丘盛土部分は20cm程度の厚さをもつた層が多いのに対 し、石室掘 り方内

では10cm以下の層を主 としていた。また、掘 り方内の土は、堅 く版築状に叩きじめられているな

ど、墳丘盛上に比べかな り丁寧なつ くりとなつている。一方、石室の西側は段々畑による破壊が

大 きく、墳丘 もわずかの部分が残存 していたにすぎなかつた。また、石材の裏側が撹乱を受けて

第 3図  1号墳墳丘測量図 (S=1/100)
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1.墳丘と周溝
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第 3章 茂浦 1号墳

お り、石室の掘 り方 も確認することはで きなかつた。

周溝は、古墳の東側から北側にかけての約半分で認められたが、段々畑による破壊を考えれ

ば、もともとは自然地形が最 も低 くなる石室先端部 とその西側を除 く部分に廻つていたと推定で

きる。その規模は、幅約90cm。 深さ約20cmと 比較的小さなものであつた。この周溝の存在により

古墳の約半分で墳裾が確認され、古墳の規模等について復元する事がで きた。それによれば、墳

形はたまご型に似た楕円形を呈 し、規模は長径約8.4m。 短径約7.6mを 測る。墳丘の高さについて

は、上半分が全 く残存 していなかつたため明らかではないが、周溝底部から墳丘への傾斜角度が

築造当時の ものとあまり変わらないとして、あえて図面上で復元すれば、周溝からの高さ約1.4

m、 石室床面からでは約2.5mと いう数字を得ることができる。

2.横 穴式石室

茂浦 1号墳の石室は、ほぼ南南東に開

口する比較的小 さな横穴式石室で、その

主軸方向はN20° Wを 示す。石室前端部

は既に破壊を受け、東側壁の奥寄 り半分

は土圧 により西側に傾 き、かな り不安定

な状態であつた。

残存す る石室の長 さは約4.7mを 測 る

が、周溝及び墳丘の大 きさか ら築造当時

の長さは5.5m程度に復元で きる。 また、

残存する 4枚 の天丼石は全体 としてほぼ

水平に保たれてお り、その高さは約1.4m

を測 る。床面における石室の平面形態を

見れば、東側壁は奥壁か ら2.3mの 地点

で、西側壁は2.lmの 地点で、それぞれ

10～ 15cm程外側へずれてお り、羨道部の

幅が玄室の幅よりも広 くなつている。 し

たがつて、石室の幅は玄室部分で約 0。 9

m、 羨道部分で約1.3mを 測る。天丼石は

4枚 が残存 しているが、羨道部がやや広

い石室 の構造 に合 わせ た もので あ ろ う

か、奥壁か ら入 り口部分へ行 くにしたが

い徐々に大 きな石材を用いている。閉塞

施設については既に破壊を受けた と思わ

れ、全 く検出で きなかつた。

-10-

第 5図  1号墳石室平面図 (S=1/40)



2.横穴式石室

玄室の側壁及び奥壁の構築については、基礎となる 1段 目に大きな石材を用いている他は、使

用する石材の大きさや形状等に特に統一性は認められない。また、石材の積み方については、 1

段目より上の部分についてはやや扁平な石材の小日を使用して構築しているものの、特に段 ・列

を意識したつ くりは認められず、最終的に天丼部分の高さを一定にすることに主眼が置かれてい

たようである。羨道部の側壁については、玄室と接する 1段 目の石材が玄室のそれと比べて両側

壁ともやや高くなつており、羨道部を意識した結果と考えれられる。 1段 目より上の部分につい

第 6図  1号墳横穴式石室実測図 (S=1/40)
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第 3章 茂浦 1号墳

ては、東側壁では玄室より大 きな石材を使用 しているものの、西側壁では石材が残存 していない

ため、これが羨道部に共通のものであつたかどうかは不明である。

石室の掘 り方は、石室東側及び奥壁側の断面で確認した限 りでは、幅2。 8m。 長さ4.7m程度の隅

丸方形ないしは楕円形を呈 していたと思われる。奥壁側では二段掘 りとなつてお り、その深さは

どちらの断面で も約1.lmを 測る。石室の掘 り方の底面はそのまま石室床面となるが、玄室部分の

床面では 1段 目の石材を据えるにあた り掘 られたと思われる浅いくぼみが確認されている。この

石材の掘 り方は石室西側断面では確認 されていないものの、 1段 目の石材の下で置き土の存在が

確認されてお り、西側側壁においては少なくとも羨道部の一部 までは石材の掘 り方が延びていた

ことがわかる。

3.遺物 の出土状況

1号墳から出土 した遺物 としては、須恵

器、鉄釘、ガラス玉、耳環などがある。石

室の前端部は破壊され、床面 も現存する羨

道部の中程 まで撹乱を受けていたためか、

これら石室内から出土 した遺物は全て玄室

内に限られた。出上 した遺物のうち、玄室

内に堆積 した土砂の中から出土 したガラス

玉 と耳環を除けば、あとはほとんど石室床

面上で検出された。また、玄室の奥壁寄 り

と羨道部寄 りにそれぞれ 2個ずつ扁平な自

然石が置かれてお り、棺台石 と考 えられ

る。

須恵器は、完形 もしくはほぼ完形に復元

で きた杯身 2点 ・高杯 1点以外には、甕 と

思われる小片が2点 出土 したにすぎない。

また、ほぼ完形に復元で きたものも、やや

離れた位置の破片 と接合するなど、原位置

を留めたものではないと判断で きる。鉄釘

は、 4個 の棺台石に囲まれる範囲から小片

も含めて総数39点が確認されたが、完形品

もしくは完形に復元で きたものは 1本 もな

く全て破片 となつて出土 している。 した

がつて、鉄釘の多 くは 2次的に移動 したも

のと思われるが、棺台石の位置から推定さ

坪身 1

0                   1m

濱
晟
晟
巡
濱
赳 ▲

鉄釘

]杯 SヽR

全
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第 7図  1号墳遺物出土状況 (S=1/20)



3.遺物の出土状況

れ る木棺 の短辺 。長辺 と重 なる位置で確認 された もの もあ り、 これ らにつ いて はほぼ原位置 を

保つていると考 えて よさそ うで ある。本棺の痕跡 については全 く確認で きなかつたが、棺台石の

配置や鉄釘の位置などか ら0。7Xl.7m程 度の大 きさが考 えられ る。

4.出土遺物

1.須恵器 (第 8図 、図版14)

図化できたのは完形の杯身 1点 (1)と 、ほぼ完形に復元できた杯身 (2)。 高杯 (3)それ

ぞれ 1点の、計 3点である。他には甕の胴部と思われる小片が2点出土した。

杯身 (102)
いずれ も口径 9cm前後、高さ3.5cm程 度の

小型品である。 1は 、底部はヘラ切 り未調整

で、その他の内外面はロクロによるヨヨナデ

を行 う。ナデは丁寧に行われてお り、砂粒の

動 きはほ とん ど認め られない。焼成 は良好

で、色調は淡灰色を呈する。 2も 底部はヘラ

切 り未調整で、そこから外面下半分 ぐらいま 第 8図 須恵器実測図 (S=1/3)

ではヘラケズ リを行つている。その他の内外面にはヨヨナデを施している。焼成は良好で、色調

は淡灰色～黄白灰色を呈する。

高杯 (3)

口径9。 lcm、 器高7.4cmを 測る。ゆるやかに外反する脚部は、その裾で斜め上方に少 し上反 り

し、端部は再び斜め下方につまみ出している。杯部と脚部は、別々に成形した後接合している

が、杯の中心からやゃずれている。内外面ともヨヨナデによる調整を行つてお り、焼成は良好で

あるが、全体的に器表面に風化が認められる。胎土はゃゃ粗 く、 1～ 2mmの 自色砂粒を多く含ん

でおり、色調は淡灰色～黄自灰色を呈する。

2.鉄釘 (第 9図 、図版14)

16  ~嘗 17
0           5cm

第 9図 鉄釘実測図 (S=1/2)
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第3章 茂浦 1号墳

鉄釘 は、玄室床面上及び その埋土か ら全て 出土

しているが、ほぼ全形がわか る 1点 (1)を 除 け

ば全て半分以下の小片で 、実測可能 な ものは玄室

床面上か ら出上 した17点 であつた。

頭部 の形態がわか る ものは 1点 (2)で 、それ

によれば頭部 は、断面が ほぼ正方形 の鉄棒 を薄 く

打 ち延 ば して L字形 に折 り曲げた もので、その頂

部 は長方形状の平坦面を呈 し、寸法は0.5× 1.Ocmを

測 る。他 に頭部付近 の破片 として は、 L字形 に折

り曲 げた部 分 か ら先 を欠 損 して い る ものが 2点

(3・ 4)あ る。断面 は正方形や長方形の ものが

多いが、ややねじれて菱形や不整台形を呈するも

の (1。 17)も ある。

2の資料を除いて、鉄釘には全て本目痕が認められる。その付着状況には、釘の全長に対して

木目が垂直に認められるもの (A)と 水平に認められるもの (B)の 2種類がある。 Bタ イプの

ものは全て先端部の破片に限られ、鉄釘の全面に本目痕が認められるのが特徴である。これに対

してAタ イプのものは、頭部、胴部、先端部のいずれの破片にも認められる。また、本目痕の残

存状況は Bタ イプに比べて悪く、その付着は表裏面に限られ両側面には見られない。

3.装身具 (第 10図 、図版 14)

ガラス玉 (1)

玄室床面近くの埋土から 1点出土した:直径 1。 lcm・ 高さ0.9cmで 、孔径は上下で違い、4mm
と5mmを 測る。重量は1,78g、 比重は5。 24g/cm3の 鉛ガラスで (1)、 自乳色を呈する。器表面はかな

り風化がすすんでお り、剥落による小さな凸凹が多 く認められる。表面には浅い段が筋状にめ

ぐつてお り、巻 き技法で製作されたものと考えられる。

耳環 (2)

玄室床面近 くの埋土から 1点 出上 した。銅芯に金箔を貼つたもので、

開田部 と芯の稜線部分を除いて金箔が残存 している。鋼芯の外径は、上

下左右 とも2。 lcmと ほぼ正円形であるが、断面径は上下 7mm・ 左右 5

mmと 楕円形を呈す。重 さは8.5gを 量る。

註 (1)奈 良国立文化財研究所における研修中に、蛍光 X線 による分析を行つた。風化面における定性

分析ではあるが、Pb・ Si・ Cu・ Feの 4元素が検出された。なお、測定にあたつては、同所 埋

蔵文化財センター肥塚隆保氏、同所 飛鳥藤原宮跡発掘調査部村上隆氏の指導を得た。記 して

感謝の意を表 したいι

番号 残存長(cm) 断面(cm) 木ロタイフ
゜

備  考

1 0.4× 0.3 A

2 0.4× 0.4 木目痕なし

3 0.4× 0.4 A 頭部付近

4 0.4× 0.4 A 頭部付近

5 0.5× 0.4 A 胴部

6 0.4× 0.3 A 胴部

7 0.3× 0.3 A 胴部

8 0.4× 0.4 先端部

9 0.5× 0.4 先端部

0.4XO.4 B 先端部

1 0.4XO.4 B 先端部

0.3× 0.3 A 先端部

03× 03 B 先端部

0.4× 0.3 A 先端部

0.4× 0.3 B 先端部

04× 0.4 B 先端部付近

7 03XO.3 A 先端部付近

表番号は、第 9図の遺物番号に対応

第 1表 鉄釘計測表

9◎ 2`

°  1     0       3cm

-第 10図 装身具実測図

(S=1/2)
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1.墳丘 と周溝

第 4章 茂浦 2号墳

1.墳丘 と周溝

茂浦 2号墳は、標高約65m、 南北方向に張 り出した尾根の稜線部から東へわずかに下つて位置

する。 3号墳の北東約35m、 1号墳の南西方向約70mで ある。古墳の墳丘は段々畑の造成でかな

り改 変 され て お り、石 室 上 部 お よび 石 室 東 側 の石 材 が 露 出 して い る状 況 で あ つ た 。

石室掘 り方内には黄褐色土 ・晴褐色土 ・灰色土の互層が、側壁側で10～ 20cm、 奥壁側で20～

30cm厚の単位で版築状に重ねられてお りt非常に固く叩きじめられていた。

掘 り方肩部から上には盛土が40～ 50cmの厚さで残存 していた。土質は地山上にやや灰、炭を含

んだもので、掘 り方内ほど固く叩きじめられてはいなかつた。石室上部にかかる土は大部分が後

世の流土及び畑の耕作上であ り、石室上部が現状以上に露出していた時期があつたようである。

第11図  2号墳墳丘測量図 (S=1/150)
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第4章 茂浦2号墳

周溝 は石室西側で検 出され、最大幅2.5m・ 深 さ約0,45mを 測 る。地 山を浅 く皿状 に掘 りくぼめ

た周溝内には暗褐色ない しは灰褐色の堆積土が認め られ、底か ら約 5cm程浮いた状態で須恵器甕

の破片が出土 した:石室東側の周溝 は、畑の段 によつて切 り落 とされていた。石室西側か ら前面

につづ く周溝 は南にい くにしたがつてゆるやかに開いてい くようで ある。

古墳の規模 ・墳形 については、西側で確認 されている墳裾か ら推定 して東西約12m、 主軸方向

で は石室前端部の石材抜 き取 り痕か ら考 えて約 15mの 円墳で あつた と考 えられ る。高 さについて

は推定の域 をでないが、周溝の立ち上が りか ら考 えて約 2m、 石室床面か ら3.5m程度で あろう。

2。 横 穴式石室

本古墳の内部構造はほぼ南東方向に開回する横穴式石室で、その主軸方向は N36° Wを 示す。

天丼石は 5枚 を確認 したが、石室入口付近の 1枚 は石室前面にず り落ちた状態であつた。残る4

枚はやや東に傾いてはいるが、原位置をとどめていた。

石室の前端は既に破壊されてお り、残存する石室の長さは東側壁で7.2m、 西側壁で 6。7mを 測る

が、東側壁の前端で石材の抜 き取 り痕が 2箇所確認されてお り、これを含めると9。3mに復元でき

る。石室幅は奥壁付近で 1.9m、 入日付近で2.2mを 測 り、入口へいくにしたがいやゃ開くが無袖と

考えてよい。石室の高さは奥壁付近で 2m、 入口付近で1.6mを 測 り、入口付近ほど低 くなつてい

る。奥壁には高さ2m。 幅1.9m・ 厚さ0。8m程 の扁平な一枚石を用いている。両側壁 と天丼石との

間 には、小 さな石 を埋 め込 み、その隙間 を埋 めてい る。閉塞施設 は確認で きなかつた。

側壁は 1段 目に1.2～ 2m大の大 きな石を並べ、 2段 日以後はlXO.3m以 下のやや小振 りの石を積

んでいるようである。全体 として 4段 に積 まれた部分が多 く、上の段ほど石が小さく扁平なもの

になるようである。 2段 日以後はやや もち送 り気味になつている。

石室は、幅約 6 mt長 さ10mを 測る長方形の墓墳を掘 りくぼめた後、ほぼその中央に構築され

ていた。古墳築造前の地形は北西に高 く南東に低いため、墓墳は北西が深 く南西が浅い掘 り方 と

なつてお り、奥壁付近で 1.8m、 西壁南部で1.6mを 測る。東側は本来自然の傾斜が低 く下がつてお

り、それほど掘削されていないものと考えられる。石室床面は黄灰色の砂質土を敷いて床面 とし

てお り、入口にむかつてゆるやかに傾斜 している。排水溝等の施設は認められなかつた。

3.遺物 の出土状況

出土遺物 としては、須恵器 ・土師器 ・鉄器 ・馬具 `耳環 。玉類等があり、石室内及び石室前面

攪乱土中 ・周溝中から出土 している。 また、直接古墳に伴わない遺物 としては、石鏃 ・製塩土

器 ・中世以降の上器等が、石室内流土及び墳丘周辺から出土 している。

調査開始時、石室は既に開口してお り、石室内流土上にはところどころ攪乱孔が穿たれてい

た。流入土は約30cmほ ど堆積 してお り、流入土及び攪乱土中からは須恵器破片 ・土師器片 ・鉄鏃

片 。その他の鉄製品・馬具等が出土 している。

石室床面に伴 うと考えられる遺物 としては、土師器細片 。鉄鏃 ・刀子 ・耳環 ・土製練玉 ・滑石

-16-
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0                 2m

第12図  2号墳墳丘・石室断面図 (S=1/50)
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3.遺物の出土状況

0                  2m

第13図  2号墳横穴式石室実測図 (S=1/50)
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第 4章 茂浦 2号墳

0                 2m

第14図  2号墳石室平面図 (S=1/50)

「
Ｊ
／
７
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3.遺物の出土状況

製臼玉 ・水晶製丸玉等がある。

石室奥壁近 くの東側には枕石 とおぼしき石が 2個

あ り、その南側には土製練玉が集中していた。土製

練玉の周辺には刀子破片が散在 し、また、石室中央

よりの枕石のそばに、鉄鏃 2点 ・刀子が置かれてい

た。土製練玉の南からは滑石製臼玉 4点 と水晶製丸

玉が出土 している。石室堆積土の選別作業中に検出

された自玉 もすべてこの付近の堆積土から検出され

ている。臼玉から南に0。 5mほ ど離れて鉄鏃 1点が出

土 した。この付近の遺物はほぼ原位置を保つている

ものと考えられる。

土製練玉集中部の西方からは金環 2点 が検出され

た。その南にはさらに金環 2点 ・刀子 。鉄鏃がやや

散漫に分布 している。さらに西側壁にそつて石室中

央付近には鉄鏃 4点 。金環 2点 ・土師器細片が散漫

に分布 している。この他、石室内堆積上をふるいに

かけて、鉄鏃破片 ・刀子片 ・耳環 。土製練玉 。滑石

製自玉 ・ガラス玉 2点等が出土 している。

遺物の他に石室内には、枕石 として使用されたと

考えられる石が散在する。土製練玉集中部の北側に

並ぶ 2個 は原位置を保つていると考えられるが、そ

の他のものは原位置をとどめているかどうか不明で

ある。

石室前端から前面にかけてはかな り大 きく攪乱を

受けている。攪舌L孔 内からは石室内からかき出され

たと考えられる須恵器 ,土 師器破片 。鉄器の細片 ・

馬具が出土 している。

墳丘周辺からは甕 。壺を中心 とした須恵器の破片

が出土している。周溝底から約 5cm程度浮いた状態

で周溝堆積土中から出土 した須恵器甕以外はすべて

畑の耕作土及び後世の堆積土から検出されている。 第15図  2号墳遺物出土状況 (S=1/40)

4.出土遺物

2号墳の調査で出土した遺物は整理用コンテナ 2箱分と少量であるが、石室内及び石室前面か

ら出土した副葬品は、今回調査した3基の古墳のなかでは比較的豊富である。
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第 4章 茂浦 2号墳

1.須恵器 (第 16図 、図版 15)

図示できるものは少数で、平瓶 1点が完形の他はすべて小破片である。13は 周溝内から、他は

ほとんどが石室内及び石室前面攪乱土中から出土 している。細片ばか りのため、正確な個体数は

不明である。

1～ 4は高杯である。いずれ も石室前面の耕作土 ・攪乱土から出土 したものである。 1。 2は

杯部、13は頸部、 4は脚部である。この他にも小破片が出土 している。

5～ 7は魅である。 5が石室前面攪乱土から、 6・ 7は 石室内流土中から出上 している。 5。

6は 口縁部で、 6の外面にはヘラ状工具によつて縦方向に沈線が施されている。 7は胴部で、上

方に一条の沈線がめぐっている。焼成から5と 7は 同一個体の可能性がある。

8・ 9は壺の日縁部である。胴部は出土 していない。 8は石室内流土中、 9は墳丘上の攪乱土

中から出土 している。

10は 平瓶である。石室前端の攪乱土中から出土 した。日縁部がヘラ状工具で切 り落 とされたよ

第 2表 須恵器観察表

番号 種類 法量 (cm) 技法上の特徴 胎  土 色  調 焼成 備 考

1 高杯 内面・外面ともにナデ 0.5mm大 の長石を
含む

内  5Y5/2 灰オリーブ色
外  5Y5/1 灰色

良 口縁部

，

“ 高杯 内面・外面ともにナデ 精良 内  7.5Y4/1 灰色
外  7.5Y3/1 オリーブ黒色

良 口縁部

3 高杯 頸部径  2.7 内面・外面ともにナデ 0.5～ 2mm大の長石
を含む

内  10Y5/1 灰色
外  10Y4/1 灰色

良 頸部

4 高杯 復元径  7.8 内面 。外面ともにナデ 精 良 内  7.5Y6/1 灰色
外  7.5Y6/1 灰色

良 脚部

5
魅

内面・外面ともにナデ 0.5mm大 の長石を極
めて少量含む

内  5Y4/1 灰色
外  5Y4/1 灰色
断面 7YR5/4 にぶい褐色

良 口縁部

6 魅 内面はナデ
外面は縦方向の沈線の後ナデ

lmm大の長石を少量
含む

内  5Y5/1 灰色
外  5Y6/1 灰色

良 口縁部

ウ
／

魅 復元径  9.9 外面は左回りのヘラケズ リの
後ナデ

0.5mm大 の長石を
含む

内
外

5Y6/1
5Y5/2

灰色
灰オリーブ色

良 胴 部

8 士霊 内面・外面ともにナデ 精良 内
外

5Y4/1
5Y5/1

色
色

灰
灰

良 口縁部

9 壺 内面 ・外面ともにナデ 0.5～ lmm大の長石
を含む

内  5Y6/1 灰色
外  5Y6/2 灰オリーブ色

良 口縁部

平瓶 径
径
高

大
国
最
器

口頸部はヘラナデ 胴部は右
回りのヘラケズ リの後ナデ
底部はヘラケズ リ

lmm大の長石を含む 内

外
5Y7/1

5GY7/1
色
色

灰
灰

ブ
ブ

一
一

オ
オ

良 完形

提瓶 復元径 16.8 内面はユビオサエ後ナデ
外面はカキロ調整

精良 内  5Y8/1
外   N5/1

色
色

灰
灰

良 胴部

横瓶 内面はユビオサエ後ナデ
外面はカキロ調整

2mm大の長石を少量
含む

内  5GY4/1 暗オリーブ色
外  10Y5/1 灰色

良 胴部

甕
整調目

具
キ

て
カ

当
後

円
キ

心
タ

同
タ

は
は

面
面

内
外

精 良 内

外
2.5Y8/2
2.5Y8/2

色
色

白

自
灰
灰

良 胴部

甕 旦
（

て当円
キ

心
タ

同
タ

は
は

面
面

内
外

lmm大の長石を
含む

内  7.5Y5/1 灰色
外  5GY2/1 オリーブ黒色

良 胴部

甕
整調目

具
キ

て
カ

当
後

円
キ

心
タ

同
タ

は
は

面
面

内
外

0.5mm大 の長石を
多く含む

内

外
10Y6/1 灰色
10Y5/1 灰色

良 胴部

甕 内面は同心円当て具
外面はタタキ

lmm大の長石を
含む

内
外

色
色

灰
灰

N5/
7.5Y4/1

良
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第16図 須恵器実測図 (S=1/3)
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第 4章 茂浦 2号墳

うな形状になつているのが特徴である6

Hは提瓶である。石室前面攪乱土から出上した。日縁部及び把手は検出されていない。上下も

不明である。この他、提瓶の裏面の中央付近の破片が石室前面攪乱土及び墳頂部から出土してい

るが、Hと 同一個体かどうかは不明である。

12は横瓶である8‐ 石室内流土中から出土している。胴部の破片のみである。

13～ 16は 甕である。13は 周溝内堆積土から出土した甕である。14は 墳丘上堆積土、15は 石室前

面、16は 石室内流土から出土している。いずれも胴部の破片である。

2.土師器 (第 17図 (図版 15)

石室内及び前面攪乱土から細片が出土している。石室床面から出土しているものはいずれも細

片であ り、実測は困難であつた。石室前面の攪乱土からは碗

の 口縁 部 と高杯 の脚 部 が 出土 して い る。碗 の復元 口径

H。2cmt胎 土は0.5～ lmi大の長石 :石英粒をわずかに含む

が、比較的精良な粘土である。内外面共に赤褐色を呈 し、調

整はナデ仕上げである。高杯の脚部は復元径14cm、 胎土は精

良な粘土で内 外面共に赤褐1色 を呈 し、調整はナデ仕上げであ

る。

3。 鉄器

鉄鏃H点以上 ・刀子 5点以上 。馬具等が出土 している。

鉄鏃 (第 18図 、図版 15。 16)

‐破片が多 く、明確な数量は不明であ.る が、有茎平根式の鏃が 7点、長頸式の鏃が4点確認でき

る。1～ 7・ 10は 石室床面に伴つて検出され、その他は石室内堆積土を選別作業中に検出された。

有茎平根式鏃のうち 1～ 4は方頭式のものである。このうち、4を 除く3点 の鏃身部に透かし穴

が入つている。 1は ほぼ完形に近く、長さ約14cm、 弧状を呈する刃部の幅は約3。 5cm、 関部は棘

状関である。透かし穴は長さ約 1。 8ёm.、 幅約0。6cmで ある。 2は刃部を欠損している。 3は茎部を

欠損している。刃幅約3.2cmで 透かし穴がやや大きく長さ約2。 7cm、 幅約1.Ocmで ある。4は透か

し穴がない以外は 1～ 3と 同形態であろう。 1,2の 茎部には本質がわずかに残存している。5

は浅い逆刺部を持つ腸扶三角形式鏃である。先端と茎部を欠損している。 6も 5と 同形態と考え

られるが、こちらは棘状関を残している。 7は先端部と茎部を欠損しているが、三角形式鏃と考

えられる。幅約3cm、 角関である。8:9は 5～ 6の ような平根式鏃の頸部であろう。10～ 24は

長頸式鏃とその破片である。関部の破片が計 4点有るので、長頸式鏃は4点以上の数量が副葬さ

れていたと考えられる。10は先端部と華部を欠損しているが、ほぼ完形に近く復元長14cmぐ らい

である8鏃身部は柳刃形片丸造、鏃身関部は撫関、関部は棘状関である。11～ 13も 同形態の鏃身

部である。Hは 幅約0。9cm、 12は 幅約1.Ocm、 13は 幅約0,8cmで ある。14ん 20は長頸式鏃の頸部と

考えられるざ21.22は棘状関を残す部分である。23・ 24は鏃の茎部である。24に はわずかに本質

が残存している。

2

0                        10cm

第17図 土師器実測図 (S■ 1/3)
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1は幅 1。3cm程 の弧状の金

第 19図 馬具実測図

(S=1/2)

16       17      18

第18図 鉄鏃実測図 (S=1/2)

馬具 (第 19図 、図版 16)

3点出土している。いずれも石室前端の攪乱土中から出土 している。

具を鋲で木材に留める構造の ものである。小破片のため本来の形状

は不明であるが、鞍金具の一部ではないかと考えられる。金具部分

の表面には金箔が貼られている。鋲頭の部分は銹が著 しく明確では

ないが、顕微鏡観察によるとやは り金箔が貼 られていたようであ

る。鋲頭径 0。 8～ lcm、 高さ0.8cm程 である。鋲身は錆化が著 しく

径 。長は不明である。 2・ 3は鋲頭のみ出土 したもので、 2は緑青

◎

⑪

３

５ｃｍ

Ｏ

０

２

∞
り
‐

が吹いてお り、金箔の痕跡が残存 していた。 3は銹が著 しく金箔の有無は不明確である6

ヽ
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第 4章 茂浦 2号墳

Cに
=皇

1ロー

膠   拶  1

=肇

‐

2    4

刀子・ その他の鉄製品

1刀 子 (第20図 1～ 7、 図版 16)

15点以上出土 している。 5が石室堆積土を選別作業中に検出されたほかはすべて石室床面から

出土 している。完形のものはないが、 1の推定復元長は12cm以 上である。 2～ 5は柄の部分で、

本質がわずかに残存 している。 6・ 7は 刃部 と考えられる。

その他の鉄製品 (第 20図 8～ 10、 図版 16)

いずれ も石室内流土中から出土 している。 8は先端がやや細 くなり尖つているので盤ではない

かと考えられる。長さ19。 9cm、 幅1.Ocm前後、厚さ3～ 4mm程度である。 9は銹化が著 しいが釘

か塞ではないかと考えられる。長さ9.8cm、 太さ1。 3cm前後である。10は 楕円形の環状製品であ

る。長径4.2cm、 短径2.7cm、 古墳に伴 うかどうかはよくわからない。

4.耳 環 (第 21図 、図版 17)

◎珍1◎拗
2

0~咤   ~◎
°

4

◎二て◎巡
第21図 耳環実測図 (S=1/2)
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番号
外径 (cm) 断面径 (cm)

重量 (g) 備  考
(上 下 ) (左右 ) (上下 ) (左右 )

1 0.49 鋼芯金貼

2 0.48 鋼芯金貼

3 2.39 銅芯銀貼

4 2.37 (2.52) 0.59 鋼芯銀貼

5 2.64 2.83 0.67 銅芯銀貼

6 2.79 銅芯銀貼
ウ
／ 2.76 2.98 銅芯金貼
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4.出土遺物

石室内から 7点が出土 している。 1・ 2は奥壁から約 4m付近から出土 し、直径 2cm程度、

3・ 4は奥壁から約 lm付近出土で、直径2.4cm程度、 5・ 6は奥壁から約 2m付近で出土 し、直

径2:6cm程度である。それぞれ出土位置が近 く大 きさも揃つているので対になるものと考えられ

る。 7は石室奥壁付近の堆積土を選別作業中に検出されてお り、 1～ 6よ りやや直径が大 きい。

1・ 2・ 7が銅芯金箔貼 り、 3～ 6が銅芯銀箔貼 りである。

5.玉類

土製練玉44点以上 ・滑石製臼玉26点 。ガラス玉 2点 ・水晶製丸玉 1点が出土 している。

土製練玉 (第 22図 1～ 44、 図版 17)

石室奥壁から約 0。 7m、 東側壁から約0.5m付近に集中して出土 している。石室堆積土を選別作業

中に検出されたものもいくつかあ り、この場合、細片 となつたものが多 く正確な数量は不明であ

る。直径6.5～ 7.Omm、 孔径は1.5～ 2,Omm、 厚さ5.5mm前 後のものが多いが、44の みは厚 さ (長

さ)12.4mmと 他のものと異なつて管玉状である。表面は灰黄褐色から黒褐色を呈 し、割れ国内部

は赤褐色を呈するものが多い。

滑石製臼玉 (第 22図45～ 70、 図版 17)

石室奥壁から約1.2m、 東側壁から約 0。4m付近から水晶製丸玉 と共に出土 した 4点以外は石‐室堆

積上の選別作業中に検出された。直径5.7～ 6.Omm、 孔径は2.Ommの ものが多 く、厚さはあまり二‐

定 していないようで、最大6.2mm、 最小3.2mmで ある。明緑灰色の滑石を用いてお りt側面には

製作時に磨いた痕跡が斜方向の擦痕 として残つている。                  |

ガラス玉 (第22図 71。 72、 図版 17)

石室堆積土の選別作業中に2点 を検出した。71は 直径 5。 8mm、 孔径1.2mm、 厚さ3.lmm、 重量

0.2g、 濃い青色を呈 している。72は 風化が進んで
―
お り、約半分が欠損 している。推定直径 H。2mm

で孔径3.5m血 、厚さ9。4mm、 重量 1.2g、 明るい緑色である。
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第22図 玉類実測図 (S=1/2)
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第 4章 茂浦 2号墳

水晶製丸玉 (第22図 73、 図版 17)

石室奥壁から約1.2m、 東側壁から約0.4m付近から出土。おそらく滑石製臼玉 と一連であつたと

考えられる。直径13.6mm、 孔径は入国が3.6mm、 出口が1.8mm、 厚さ10.3mm、 重量2.4g、 表面に

傷がある以外は透明な材質である。

第 4表 土製練玉計測表

第 5表 滑石製臼玉計測表

番 号 直径(mm) 孔径(mm) 厚 さ(mm) 重量(g) 備 考 番号 直径(mm 孔径(mm) 厚 さ(mm) 重量(g) 備  考

1

2

3 (0.2)

4 (0.2)

5 (0.3)

6 (0.2)

7 (2.8) (0.1) 破片 (0.2)

8 (0.2) (0.3)

9

(0.3)

(0.1)

(0.2)

(0.2)

(4.3) (0.2) (0.2)

(0。 1)

(0.2)

(0.2)

(0。3) (0.2)

(0.2)

(0.1)

(0.2)

表番号は、第22図 の遺物番号に対応、 ( )内は現存値

番号 直径(mm) 孔径(mm) 厚さ(mm) 重量 (g) 備  考 番号 直径(mm) 孔径(mm) 厚 さ(mm) 重量(g) 備  考

(4.3) (0.1)

破 片

表番号は、第22図 の遺物番号に対応、 ( )内は現存値
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4.出土遺物

6.古墳 に伴わない遺物 (第 23図 、図版 16)

石室内及び墳丘周辺から石鏃 2点 、製塩土器 2点 の他、中世土器多数が出土 している。

1・ 2は縄文時代の石鏃 と考えられる。 1は残存長2.43cm、 幅1.48cm、 厚さ0.32cm、 重さ0.8g

で、刃部は鋸歯状を呈 している。 2は残存長 1:29cm、 残存幅1.59cm、 厚さ0.24cm、 重さ0.5g、 扶

のやや浅い形態をしている。製塩土器は脚台が 2点 出土 している。弥生時代後期から古墳時代前

期のものと考えられる。胎土は砂粒を多 く含んでお り、内外面 ともに指圧痕が残つている。

中世土器は土錘 。土鍋・橋鉢等、主に鎌倉時代に属するものが出土している。 6は土師器の碗

である。復元口径9.8cm、 胎土は lmm大 の長石をわずかに含むが、比較的精良な粘土である。内

外面ともに鈍い黄橙色を呈し、調整はナデ仕上げである。 7は脚付きの深皿である。脚部分の破

片が2点 出土しており、おそらくは三脚であつたのだろう。復元口径約28cm、 日縁部の下には 1

条の突帯がめぐつて

いる。調整は内外面

ともハケメ調整を行

量 )脚 00
―

              :          0     獅

2                      3     -

い、口縁部及び突帯  
′｀    1

がナデ 仕 上 げで あ

:Ll:曇農:1言醤  ∠全二墓藝ゝ           て4 5

褐色か ら赤褐色 を呈

している。 8はやや  
「

~~~III正
三
==垂

嚢護≡塞~      ||―

li警涯属11「  て`F~=再憂万恣之cm、 直径約1.5cm、    ＼  ん/彰ク重哄咆躁藝/:篭藝
重さ8.6gである。  ｀

γ「′
ν多紹    レ

ヽ | °
1。

°
11

9～ Hは長さ4cm前       疑`ノ   トー日_―す_す/P  」` '

後、直径 lcm弱 、    第23図 古墳に伴わない遺物 (1～3:S=2/3、 4～ 11:S=1/3)

重さ2～ 4g程度である。このほか、鎌倉から南北朝にかけての時期に属すると考えられる橋鉢

の回縁部なども出土 している。

3は 鉄砲の弾と考えられる。径12.6mm、 長さ13.lmm、 重さH。9gで鉛製である。
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第 5章 1茂浦 3号墳

第 5 茂浦 3号墳

1.墳丘 と周溝

1‐茂浦 3号墳は、標高約71m南北方向に張 り出した尾根の頂部から南へわずかに下つて位置す

る円墳である。先述の茂浦 2号墳からは、約30mの 距離を測る。

古墳の周囲には段々畑の造成が行われており、調査時にはこれらの畑の造成により墳丘の大半

は削平され、地形的に大きな改変を受けていることが確認された。このため石室は、天丼石が既

に露出している状況であつた。石室の崩落の危険性があるため、墳丘の発掘調査は石室長軸方向

とそれに直交する方向に軸を設定しtこ の土層断面観察を中心にして調査を行つた。

第24図  3号墳墳丘測量図 (S=1/150)

立早

fl

，

マ
ィ

/11二
(」

♭
/ヽ

γ

ゴヽ

ヘ
）

-30-



68_Om

0                  2m

暗黒褐色腐植土

暗褐色粗い砂質土

暗茶褐色粗い砂質土

暗褐色細砂

暗茶褐色土

暗灰褐色土

明灰褐色土

明灰褐色土

明黄灰褐色土

褐色粗い砂質土

黄褐色粗い砂質土

灰褐色細砂

淡灰褐色細砂

淡黄褐色細砂

灰褐色細砂

灰白色細砂

黄褐色粗い砂質土

明黄褐色粗い砂質土

灰褐色土

明褐色土

明褐色土

24.灰褐色土

25.暗黄茶褐色土

26暗褐色土

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

14.

15.

16.

17

18.

19.

20.

21.

22.

23.

(墳丘盛土 ) 橙黄褐色粗い砂質土 (墳丘盛土 )

暗褐色細砂土

淡灰褐色細砂

明黄褐色細砂

灰褐色細砂 (掘 り方内埋土 )

橙黄褐色細砂

淡黄褐色細砂

灰自色細砂

明黄褐色細砂

灰黄色細砂 (掘 り方内埋土 )

黒灰色細砂 (整地上 )

暗灰茶褐色土 (墳丘盛土 )

暗灰茶褐色上 (墳丘盛土 )

明灰褐色土  (墳丘盛土 )

明黄褐色土  (墳丘盛土)

明黄褐色土  (墳丘盛土 )

灰褐色土 (床面整地上 )

灰褐色土 (  〃  )
暗赤灰褐色土 (旧 表上 )

暗赤灰褐色土 ( 〃 )
暗灰褐色土 ( 〃 )

7.

8.

9.

1.暗茶褐色土

2.暗茶褐色土

3.暗灰褐色土

4.暗灰褐色土

5.暗灰褐色土

6.黄褐色土

7.灰褐色土

8.黄褐色土

9 黄褐色土

10.黄褐色土

11.明茶褐色土

12.灰褐色土

13灰色土

(墳丘盛土 )

27.黄褐色土

28明黄褐色土

29暗灰褐色土

30.晴灰褐色土

31.茶褐色土

32.黄褐色土

(床面整地土 )

灰褐色土  (墳丘盛土 )

明灰褐色土 ( 〃 )
明黄褐色土 ( 〃 )
灰色土  (整地上 )

灰色土  ( 〃 )
明灰色土 ( 〃 )
明褐色土 (掘 り方内埋土 )

第25図  3号墳墳丘・石室断面図 (S=1/50)
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第26図  3号墳横穴式石室実測図 (S=1/50)
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1.墳丘と周溝

墳丘はtま ず丘陵斜面を地形にそつて削平し、整地を行つたうえで盛土を行つていることが確

認された:盛土は、黄褐色系の土と灰褐色系の本炭を含む土が10cm前 後の厚さで版築状に構築さ

れている。これらの盛土は固 く叩きじめら

れ、全体的によく締 まつていることが確認

された。古墳端部の盛土は、段々畑の造成

時の攪乱で状況が把握で きなかつたが、墳

頂部に近づ くにつれ若千傾斜 していき、墳

形を形成 しながら盛土を行つているものと

思われる。

石室掘 り方は、石室奥壁部分で、この整

地された地表面から0.8m程 掘 り込 まれ、褐

色系の土 と灰褐色系の本炭 を含む上が約

10cmの 厚さで版築状に重ねられてお り、こ

の埋土は固 く締められている。石室西側部

分の掘 り方は0.6mと 若干浅い。これは、旧

地形を基に掘削を行つているためである。

また、石室東側については、旧地表直上に

側壁の根石を置いたのみで、石室掘 り方は

確認されていない。    |

周溝は、石室の背後の部分および石室東

側の一部のみ残存 してお り、他の部分は、

墳丘同様に段々畑の造成により大 きく破壊

されていた。残存状況の良い石室北側の土

層断面観察によると、この周溝は、旧地表

面を幅約1.5m・ 深 さ約0.4mの 皿状に掘削

し、古墳の石室を中心に弧状に形成 されて

いたものであることがうかがえる。

なお、検出された周溝から古墳の直径を

復元すると、約16mに なる。

2.横穴式石室

本古墳の内部構造は、ほぼ南東に開口す

る横穴式石室で、その主軸方向はN49° W

を示す:

石室は、前半部の崩壊が著しく、天丼石 第27図  3号墳石室平面図 (S=1/50)

ド
―

―
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第5章 茂浦3号墳

は石室 中央部 に 1枚、奥壁側 に 2枚残存 しているのみである。他の天丼石 はt畑の造成時に既 に

抜 き取 られた もの と思われ る。

石室は、無袖の横穴式石室で石室床面の全長 は、 9。 lmを 測 る。石室内は、石室中央部で若千ふ

くらみが認められる。このため石室幅は、奥壁付近で1.7         1
m、 石室中央部分で2.Omを 測る。また、石室入口付近に

石室の床面造成時の土止めと考えられる大型の石材が石室

と直交する形で残つているのが確認された。この石の石室

側で両側壁が石室内に飛び出した形を呈 しているが、これ

は両側壁が土圧等により二次的に移動 したためである。ま
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のように造成された石室入日付近は、石室掘 り力

している奥壁側 とは30cm程 度の比高差があ り、

の床面はかな り斜めになつていたと思われる。

3.遺 物 の出土状況

石室内は、奥壁付近及び前半部を中心に盗掘を受けた痕

跡があ り、この部分からの出土遺物は非常に少ない。 し 第28図  3号墳遺物出土状況 (S=1/50)
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3.遺物の出土状況

たがつて、床面か らの出土遺物 は、石室の中央部分を中心 に してやや奥 よ りにか けての一部 に限

られた。その主な もの としては、耳環 1、 石室 中央部か らやや奥壁側 にかけて直径90cmの範囲で

検 出されたガ ラス小玉の まとまりの他、須恵器杯蓋 1、 鉄釘等があるが、その量 は少な く全体 と

しては点在 とい う状況であつた。鉄釘 につ いては、石室 中央部で比較的 まとまつて検 出された も

のもあるが釘の位置 。方向に規則制はなく、本棺の痕跡や棺台の石等 も確認されておらず、付近

に本棺が存在 したことが推測されるのみである。また、石室入口付近で床面からやや遊離 した状

態で、ほぼ完全に復元で きる須恵器堤瓶が 1個体出土 している。

なお、古墳に伴わない遺物 としては、石室床面から中世の上鍋が検出されてお り、石室埋土お

よび攪乱土からも土鍋等の中世土器片が検出された。石室内の攪乱土からは、石鏃 も検出されて

お り、このことから古墳の周辺に古墳時代以前の遺跡の存在 もうかがえるところである。

4.出土遺物

この古墳の発掘調査で出土 した

遺物は、整理用コンテナ 1箱 と少

量であつた。石室内から検出され

た遺物は、須恵器 。耳環・ガラス

小玉 ・鉄器等がある。古墳に伴わ

ない遺物 として、石鏃、土鍋等の

中世土器が検出されている。

1.須恵器 (第 27図 、図版 18)

杯蓋 (1)

o                        10-

完形に復原 された もので、日径

は12.4cm、 器高4.Ocmを 測る。調整

は、外面の胴部下半が回転ヘラケ

ズ リ、胴部上半が回転ナデ、内面

が回転ナデである。色調は内外面

とも淡灰色を呈 し、焼成は良好で 第29図 須恵器実測図 (S=1/3)

ある。日縁端部は丸く収められている。

提瓶 (2)

口縁部は欠損 しているが、胴部は完全に復原できたものである。胴部径は18。2cm、 胴部の厚さ

は11。 2cmを 測る。外面の表面は本来はカキメが施されていたと思われるが、調整は風化による磨

滅が著 しく不明である。外面の裏面はヘラケズ リの後にヨヨナデを行つている。内面の中心部は

ユビオサエを行い周辺はヨヨナデを行つている。外面の色調は淡灰色、内面は淡青灰色を呈 し、

焼成は良好である。断面観察によると、日縁部 。吊り手 ともに貼 りつけにより形成 されている。
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第30図  鉄器実測図 (S=1/2)

2.鉄器 (第 28図 、図版 18。 19)

鉄鏃 (1,2)
1は 、刃部が8.5cm程度に復原で きる長いものであるも中央にはかすかであるが稜線が認められ

る。茎部は偏平な長方形を呈 している。 2は 、残存長2.9cm、 段面は長方形を示す。断面の幅か

ら、茎部の先端に近い部分 と考えられる。
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4.出土遺物

馬具 (3・ 4)    .

「録子」いわゆる「毛抜き」 と考えられているものであるが、 3と 4の 2点が存在するため t

l組の馬具 と思われる。 3は、幅 6mm。 厚 さ3mm程度の鉄板を折 り曲げて作 られたものであ

る。環状部は断面が丸 くなるように鉄板を潰 して形成されている。一方の長さは 8cmであるが、

もう一方は5。 7cmの ところで折れてお り、同じ長さで作られていたかどうかは不明である。 4は 、

現存長2.2cm、 厚さ2mm、 幅 7mmを 測る。鉄板の厚さの違いから3と は別個体 と考えられる。

鉄釘 (5～ 21)        .

完形品は皆無であるが、17点 以上が検出された。釘の頭部が残存 しているものは、先端を折 り

曲げたもの(5.8)と 、先端が丸 く偏平なもの(6.7)の 2種類が存在する。前者にはさらに、丸い先端

部を折 り曲げただけのもの(5)と 、
1扁

平な板を折 り曲げ頭部 としているもの(8)の 2‐ 種類が存在す

る。頭部の残存 しないものは13点 (9～ 21)検 出されている。

刀子 (22～ 34)

破片で 13点 以上が検出されている。このうち刃部が 5点 、茎部が 8点確認されている。茎部は

過半数のものに本質が付着 している。‐

責金具 (35)       .

刀子の責金具 と考えられる。環の長径は1.8cm、 短径は1.4cmを 測る。厚さ0。 7cm、 幅0.2cmの銅

板を環状に曲げたものである。表面の劣化が著 しく、金属が表面に貼られていた跡は見受けられ

ない。

不明鉄器 (36)                              |■

半円形で環状を呈 している。残存部の外径は1.9cm、 断面径は4mmを測る。馬具の一部 とも考

えられ/る 。   |

3.装身具           |
ガラス小玉 (第 29図 、図版 19)
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第31図  ガラス小玉実測図 (S=1/2)
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第 5章  茂浦 3号墳

第 6表 ガラス小玉計測表

28点のガラス小玉が検出されている。大きさによつて直径 6mm内 外のものと、直径 4mm程度

の小型のものの 2種類に大別で きる。色はほとんどのものが青色を呈するが、濃い色のものと淡

い色のものとが混在する。側面が短いものは、球状の上下を切つた形を呈 してお り、側面が長い

ものは、いびつな長方形を呈 している。 このことから、長いもの

は管状のガラス棒を切断したものであ り、短いものは個々にガラ

スを巻 き付けて形成されたと考えられる。

耳環 (第 30図 、図版 19)

外径の上下2.6cm、 左右2.6ё m、 断面直径の上下0.5cm、 左右

0。 7cmを測る。このため断面の形は、やや横長の楕円形を呈 してい 第32図

る。重量は、H.8gを量る。鋼芯で形成されているが、表面の劣化が著 しく、

判別は不可能である。

4.古 墳に伴わない遺物

石鏃 (第 31図 1、 図版 19)

縄文時代の もの と考 えられ る石鏃が 1点検 出されてい

る。現存部分で、長 さが2.8cm、 幅1.7cm、 厚 さ0.3cmを 測

り、重量は0。9gを量る。

貿易銭 (第 31図 2、 図版 19)

長崎貿易銭の「天聖元質」が 1点検出されている。これ

は、貿易決済専用に使用されたものであるといわれている。

重量は2.9gを量る。

土鍋 (第 32図 、図版 19)

一部を欠損 しているがほぼ完全に復元で きたものである。日径24cm、 器高8.8cmを 測る。外面

番号 直径(mm) 孔径(mm) 厚 さ(mm) 重量(g) 色  調 番 号 直径(mm) 孔径(mm) 厚 さ(mm) 重量(g) 色  調

1 透 明 青 色

2 黄色 青 色

3 赤色 青色

4 濃紺 青色

5 濃紺 青色

6 濃 紺 青色

7 青色 青色

8 青色 水 色

9 青 色 水色

青 色 水色

青 色 水 色

青 色 水 色

青色 水色

青 色 水色

表番号は、第29図の遺物番号に対応

燿多一

耳環実測図 (S〒 1/1)

金員占りか銀貝占りかの

-  1 日
Cm

第33図  石鏃・貿易銭 (S=2/3)

直径 は2.5cm、 厚 さは1.6mmを 測 り、
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4.出 土遺物

ヽ
の調整は、底部がハケメ、胴部がユビ

オサエの後にヨヨナデを行つている。

内面の調整は、胴部下半がユビナデを

行 い、胴部上半がハケメを施 してい

る。胎土には微砂粒を含むが精良な粘

土を使用 している。色調は、外面が灰

黄褐色で回縁部下にススが付着 してい

る。内面は、にぶい黄褐色である。焼

成は、土師質で良好である。 また偏平

に形成 された口縁部には、 2個ずつ対

向して径 8mm前 後の孔が 4箇所穿た

れている。

また、石室埋土か ら土鍋 ・羽釜等の

中世土器片 も検 出されている。

pキ

第34図 土鍋実測図 (S=1/3)

一 …

σ
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第 6章  まとめと考察

第 6章 まとめと考察

今回発掘調査を行つた茂浦 1～ 3号墳は、いずれ も段々畑の造成により墳丘上半部や石室前端

部が破壊を受けてお り、残存状態は良 くなかつた。 また、これ らの破壊に,よ り石室が開口してい

たためか、何度 となく盗掘を受けたようで、特に 2・ 3号墳はその石室規模に比べて極端に遺物

が少なかつた。 したがつて、古墳群の全体像に迫 るには資料的にやや難があるが、以下調査に

よつて明らかになつた点を整理 し直し、若干の考察を行いたい。

古墳の年代

まず、 1号墳から出土 した須恵器 (第 8図 )と しては、杯身が 2:点 と1高 杯が 1点ある。このう

ち杯身については、どちらも口径 9cm前後、高さ3.5cm前後の小型品で、底部にはヘラ切 り未調

整の跡が残つている。 また、立上が りは短 く、受部 よりわずかに上へ出ているだけである。これ

らの須恵器は岡山県内の須恵器編年で言えば、稼山古墳群 (1)の 稼山 3期から4期 にかけて、また

寒風古窯址群 (2)で はA類からB類 にかけての特徴を有 していると考えられる。陶邑の編年 (3)に

当てはめればTK-209か らTK-217に かけての時期がこれにあたる。ところで、 1号墳の石室

は既に盗掘を受けていたものの、棺台石 と鉄釘の一部はほぼ原位置を保つてお り、また、出土 し

た須恵器は少なかつた ものの一時期におさまるなど、追葬が行われた形跡を確認することはで き

なかつた。むしろ、遺物の全体的な出土量か ら考 えれば、単一葬であつた可能性が高い。 した

がつて、須恵器の示す時期が古墳の築造時期 となり、実年代では 7世紀前半から中頃にかけてと

考えられ/る 。

次に2号墳については、出土 した須恵器 (第 16図 )の うちほぼ全形がわかるものは平瓶 1点だ

けであ り、他のものは全て小片で図面上で も完形に復元で きるものは 1点 もなかつた。特に杯類

については破片す ら出土 してお らず、遺物か ら古墳の時期を特定することは困難である。そこ

で、石室の規模や構造を当地域の後期古墳のそれと比べれば、おおむね 6世紀の後半から末頃に

かけての築造 と考えて良さそうである。そして、耳環が 7点出土 していることから、その後何度

かの追葬が行われたものと推定される。

3号墳についても、出土 した須恵器 (第 27図 )の うち時期がほぼ特定で きるのものは杯蓋が 1

点のみであ り、遺物から築造時期を推定するのは困難と言わざるを得ない。この須恵器は、形態

や調整の仕方などから、おおむね陶邑編年のTK-43段階に当てはまると考えられるが、 2号墳

の場合は、 1号墳 と違い単一葬であつた可能性は低いと思われるから、須恵器の示す年代が築造

時期 と即断することはで きないであろう。むしろ、石室の規模や構造等から推定すれば、 2号墳

とほぼ同じ6世紀の後半から末頃にかけての時期が考えられ、これは先のTK-43段階と矛盾 し

ないであろう。

以上のことから考えて、茂浦 1～ 3号墳の築造順序については、まず 6世紀の後半から末頃に

かけて、茂浦 2号墳と3号墳があまり時期を異なることなく築造され、ゃゃ間をおいて 7世紀前
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第 6章  まとめと考察

半から中頃にかけて茂浦 1号墳が築造 された

ものと思われる。

横穴式石室の規模

茂浦古墳群は、今回調査を行つた 3基 とこ

の北西に位置する2基の、合計 5基の古墳 (4)

か ら成 る。造成工事 の範囲外で あつた茂浦

5・ 6号墳については、未調査のため詳 しい

ことはわかつていないが、古墳 と石室の規模

について まとめたのが表 7で ある。 これを見

ると、茂浦 2号墳は墳丘の直径で 3号墳にや

や劣るものの、石室規模においては全長 9m

強、幅 と高さはどちらも2m程度 と、ほぼ 3

号墳 と同二の大 きさを有 している。 これに対

して他の 3基は、石室の全長 こそ明らかでは

ないが、幅は約 lm、 高さは1.4m前 後 と、小

さいなが らもそれぞれ相似た大 きさを示 して

いる。 したがつて、石室の規模からすれば、

茂浦古墳群は大型石室を持つタイプ と小型の

石室を有するタイプに分けることがで きる。

また、石室の大 きさが変わればそれに使用す

る石材の大 きさも当然変わつて くるが、大型

石室の奥壁は二枚石の巨岩で構成されているのに対し、小型の石室は小さな面積にもかかわらず

奥壁に2～ 3枚の石を使用しているなど、石材の使用法にも違いが見られる。

ところで、茂浦 2・ 3号墳のように、無袖でありながら石室全長が9mを 越え、その幅 。高さ

も2mに達するような大型石室墳は、県内でもほとんど知られていない。もちろん、石室の全長

が10mを 越える古墳は、備中南部を中心として県下に分布しているが、それらのほとんどは石室

に袖を有し、玄室と羨道の区別が明確なものばかりである。無袖で大型石室墳と呼べるものとし

ては、倉敷市児島の琴海 1号墳 (5)ゃ久米町のコウデン2号墳 (6)な どがあるが、その石室規模と

しては、前者が全長約7.5m、 幅2.lm、 高さ1.9mで 、後者が全長約8i3m、 幅1.8m、 高さ1.8mと (

いずれも茂浦 2・ 3号墳のそれを上回るものではない。このように、無袖の横穴式石室で茂浦

2・ 3号墳に匹敵する規模を有する古墳は、今のところ類例が少ないと思われる。

横穴式石室の構造 と特色

茂浦 1号墳の石室は、現存長4.7mと 小型のものであつたが、羨道部分の幅が玄室の幅よりも広

くなる珍 しいタイプのものであることが明らかとなつた。もつとも、その幅の差は片側で10～

15cmと わずかなものであり、また、根石より上の側壁には段が見られないことなど、確実な例

No. 古墳名 直 径
横 穴 式 石 室 石室主軸

方向全 長 幅 高 さ

茂浦 1号墳 N20° W

2 茂浦 2号墳 N36° W
つ
Ｊ 茂浦 3号墳 N49° W

4 茂浦 5号墳 N41° W

5 茂浦 6号墳 N31° W

数値の単位は全て m、 直径 ・全長は復元値

第 7表 茂浦古墳群∵覧表
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第 6章  まとめと考察

とするにはやや難があるかもしれない。しかし、両側壁の根石がほぼ同じ位置でずれていること

や、玄室に接する羨道部の根石が、どちらも玄室の根石よりも若干高いものを使用していると

いつた構造上の特徴から、玄室か羨道かは別として、石室構築の際に何らかの意識が働いていた

ことは確かであろう。

今のところ、羨道の幅が玄室の幅よりも広 くなるタイプの石室を持つ古墳はほとんど知られて

おらず、県内では矢掛町奥迫古墳群の中にわずかに 1基 (7)確 認できるだけである。未調査のため

詳 しいことはわかっていないが、この古墳の場合片側だけが広 くなるタイプの石室であり、ま

た、逆についた袖は30cm程の明瞭な屈曲部を呈しているなど、やや茂浦 1号墳とは様相が違うよ

うである。石室の平面プランが類似するものとしては、総社市長砂 2号墳 (8)、 福山市の曽根田白

塚古墳 ・猪の子 1号墳 (9)等の例があるが、これらはいずれも横口式石椰と呼ばれる石室で、畿内

の影響のもとに成立したものと考えられている (10。 築造時期も全て 7世紀後半頃であり、茂浦 1

号墳との接点を見いだすことは困難であろう。したがつて、このタイプの石室を築 くに至つた理

由については、現段階では残念ながら手がかりがなく、今後の資料の増加を待つて検討したい。

次に、茂浦 2・ 3号墳について見てみよう。両古墳が、石室全長 9mを 越える大型石室墳であ

ることは既に述べた。このように石室が長いためか、どちらの古墳も石室の掘 り方に収まりきら

ずにその先の自然斜面にまで延びていた。したがって、石室の前端部分では側壁の根石が斜面に

沿つて低 くなつているのがわかる (第 13・ 26図 )。 茂浦 2・ 3号墳の場合は、掘 り方の底面その

ものが既に奥壁から入 り口に向かつて緩やかに傾斜 しているが、それでも掘 り方の外側の自然斜

面にまではその傾斜が及ばないため、石室前端部には土を置き、かさ上げを行つて床面を作つて

いた。

これと全 く同様な方法で石室を構築しているものに、先の琴海 1号墳がある。この古墳の築造

時期は6世紀末頃と考えられており、時期をほぼ同じくして離れた場所に、ほぼ同程度の規模の

石室が、同様な方法で築かれているのは興味深い。そしてこのことは、築造途中で石室の規模を

拡大したために石室が掘 り方に収まらなくなつたのではなく、もともとの築造計画に則つたもの

であつたことを示している。

副葬品

今回の調査で出土した遺物は、3基の古墳を合わせても整理用コンテナ 4箱 と非常に少ないも

のであつた。特に茂浦 2・ 3号墳については、その石室規模から考えればほとんどが盗掘等によ

り持ち去られたと考えざるを得ない。しかし、遺物の全体量は少ないものの、 2号墳では須恵

器 ・土師器 ・鉄器 。馬具・玉類・耳環など一応の種類はそろつてお り、築造当時の副葬品の多さ

が想像できる。 3号墳についても一組の馬具が出上 してお り、副葬品についてはその石室規模に

みあう状況であつたと思われる。

茂浦 1号墳では、石室内の堆積土からであるが、鉛ガラスの丸玉が 1点 出土した。県内におい

て古墳から鉛ガラスが出土した例としては、山陽町用本 5号墳 01)、 津山市寺田古墳 (12)な どがあ

るが (10、 これらはいずれも勾玉であり、本墳のように直径、長さともに約 lcmの丸玉となると
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あまり知 られていないようである (10。 また、鉛ガラスの国産化は 7世紀末頃と考えられているの

で l151、 この丸玉は舶載品あるいは舶載のガラス原料を使用 して作 られたと考えて良いだろう。そ

の供給元 となつた集団あるいは地域については、現段階での判断は困難で、今後類例の増加や鉛

同位体比の測定などの自然科学的分析を行 うことにより解明されることを期待 したい。

古墳群の成立

茂浦古墳群について、個々の古墳をその立地か ら見てみれば、 1号墳がやや離れているもの

の、 1・ 5。 6号墳が同一丘陵上に位置 し、そこから南西方向へ低 く延びる丘陵に 2・ 3号墳が

位置しているのがわかる。したがつて、丘陵を単位としたグループ分けは、先の石室の規模によ

るグループ分けと対応しており、このことは、茂浦古墳群の成 り立ちを考えるうえで興味深い。

すなわち、立地により分けられたグループ間で石室の規模にかなりの差があるとすれば、それは

当然古墳を造営した集団の系譜なり性格にかかわつてくるからである。ところが、石室の開口方

向に着目すれば、数値にある程度のばらつきはあるものの、全体として南南東から南東方向へ開

回しているようである。特に 1号墳については、眼下に平地を見下ろせる南西方向とは違い、丘

陵側である南南東に開口していることが指摘でき、少なくとも葬送儀礼に関しては、何らかの共

通意識のもとに古墳群が築造されたと考えて良いだろう。

茂浦 5。 6号墳が時期的にみて 2・ 3号墳に続 くものか、あるいは 1号墳とほぼ同じであるの

かは不明であるが、いぜれにせよ石室規模からすればその間には大きな隔絶があるのであつて、

周辺に2・ 3号墳に続く石室規模を有する古墳が確認されていない (10以上、 7世紀を前後する時

期に、茂浦古墳群を造営した集団に何らかの大きな社会的変化があつたと考えることができよ

う。

註 (1)村 上幸雄ほか『粽山遺跡群 Ⅱ 古墳 ・墳墓編』久米開発事業に伴 う文化財調査委員会 1980年

(2)山 磨康平「寒風古窯址群」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告27』 1978年

(3)田 辺昭三『須恵器大成』角川書店 1981年

(4)茂 浦 4号墳については、確認調査により自然の露岩であつた可能性が高 く欠番 とした。

(5)山 磨康平 ・福田正継「琴海 1号墳」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告36』 1980年

(6)註 (1)文献

(7)奥 迫古墳群には16基以上の古墳が存在するが、このタイプのものは 1基 しか存在 していない。

(8) 『総社市史 考古資料編』総社市史編 さん委員会 1987年

(9) 「福山の文化財』福山市教育委員会 1984年

(10) 『図説 発掘が語る日本史』 5中 国 。四国編 新人物往来社 1986年

(11)神原英朗「用木古墳群』山陽町教育委員会 1975年

(12)中 山俊紀「寺田古墳」『津山市埋蔵文化財発掘調査報告第22集』津山市教育委員会 1986年

(13)ど ちらも報告書中では鉛ガラスとの記述はないが、その可能性が高いという。総社市教育委会高

橋進一氏の御教示による。

(14)本 文脱稿後、茂浦 2号墳出土のガラス玉 (第 22図 72)の比重を測定する機会を得た。それによれ

ば、5.17g/cm3と 重 く、また色調 も鮮緑色を呈 していることから、鉛ガラスである可能性が高い。

(15)肥塚隆保「古代ガラスの材質」『古代に挑戦する自然科学』クバプロ 1995年

(16) F倉 敷市文化財分布図』によれば、ここより約250m南束の丘陵上に石室長8.9mの大江古墳が記

載されているが、既に破壊 ・消滅 してお り、確認で きない。
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付章 茂浦 1号墳の復元整備

第 2章調査の経緯で も触れた ように、古墳の保存 については当初、茂浦 2号墳 あるいは 3号墳

の公園内への移築 を前提 として小松建設 との協議 を行つていた。 ところが、詳 しい現地測量の結

果、 1号墳が残地森林 として残 る部分 に近接 していることが明 らか にな り、移築保存の代わ りに

その残地森林 に 1号墳 を取 り込む ことで保存 を行 うこととなつた。ただ し、後世の破壊のために

石室 は不安定な状態で崩落の危険 もあつたため、 また、遺跡の活用 といつた側面 も含めて、発掘

調査後 に古墳の復元 を行 い、併せて周辺 を公園 として整備す ることになつた。以下、その概要 に

ついて述べたい。

まず最初に、崩落の危険のあつた石室の積み直 しを行つた。奥壁及び側壁の根石より上の部分

を一旦解体 し、根石の角度を調整 したうえで再度側壁を積み上げ、最後に天丼石を架けた。側壁

の石材が存在 しない部分は、内側からソイルセメン トを充填 した。側壁の外側はヨンク リー トで

固め、その一部を天丼石にかけることで崩落の危険がないようにした。また、石室前端部の天丼

石が 1枚既に消失 していたので、天丼の高さが同じになるようコンク リー トで作 り、表面はソイ

ルセメン トで仕上げた。

墳丘については既に天丼石より上の部分が削平されていたため、残存する周溝の立ち上が りの

角度を参考に復元 した。盛土には真砂土を用い、表面10cmは ソイルセメン トとした。周溝の外側

には園路を設け、古墳の周囲を自由に歩けるよう配慮 した。また、園路や墳丘、床面など連続す

る部分は一体感を出すため、全てソイルセメン トで統二 した。公園としては非常に面積が狭いも

のであつたが、東屋及び古墳の説明板を設け、古墳公園として最低限の施設を確保 した。

施工期間 平成6年 9月 20日 ～ 12月 31日

設  計  (株 )開発技研 コンサルタン ト

施行業者  (株 )ウ エマツ  (株 )山 都屋

費用負担 小松建設工業 (株 )

神戸企業 (株 )

1号墳の復元作業
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第35図 古墳公園平面図
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茂浦1号墳 図版 1

調査前の状況

2.古墳全景

(南から)

3.古墳全景

(東 か ら)

舗 f

聯 :ll十



図版 2 茂浦1号墳

1.古墳全景

(ゴヒから)

2.古 墳全景

(西 か ら)

3.石室入 り口



茂浦 1号墳 図版 3

1.遺物 出土状況

2.土 層断面

(東側 )

3.土層断面

(西側 )



図版 4 茂浦 1号墳

東側壁付近の

築成状況

2.奥壁付近の築

成状況

3.横穴式石室



茂浦2号墳 図版 5

1.調査前の状況

2.墳丘検出状況

(南から)

3.墳丘検出状況

(東から)



図版 6 茂浦2号墳
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1.周溝検出状況

(ゴヒから)

2.調査終了後

(南から)

3.調査終了後

(東 か ら)



茂浦2号墳 図版 7

つ
Ｊ

調査終了後

(ゴヒから)

調査終了後

(西から)

土層断面

(西側 )



図版8 茂浦2号墳

1乳棄議
:糠

懇

奥壁付近の築

成状況

2.石室床面の築

成状況

3.遺物 出土状況

(1)



茂浦2号墳 図版 9

1.遺物 出土状況

(2)

2.横穴式石室

3.調査風景



図版10 茂浦3号墳

1.調査前の状況

2.調査終了後

(南 から)

3.調査終了後

(東 か ら)



茂浦3号墳 図版 11

1.調査終了後

(ゴヒから)

2.調 査終了後

(西 か ら )

3.土層断面

(西側 )



図版12 茂浦3号墳

奥壁付近の築

成状況

2.西側壁付近の

築成状況

3.遺物 出土状況



茂浦3号墳 図版 13

1.横穴式石室

2.調査風景

櫃

3.現地説明会



図版 14 1号墳出土遺物

1.須恵器杯身

2.須 恵器杯身

3.須 恵器高杯
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2号墳出土遺物 (1) 図版15
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2号墳出土遺物 (3) 図版17
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図版 18 3号墳出土遺物 (1)

1.須恵器杯蓋

2.須 恵器提瓶

3.鉄  鏃

4.馬  具
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